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黒人の英語と言語の自然性

林 泰 秀

Black English as aNatural Language 

Yasuhide KOBAYASHI 

Abstract 

This. paper discusses the characteristics of Blac.k English and. tries to find out. itsorigii1. 

Black English originated. as a pidgin language jn West Africa.and there may te seen in its 

development much of the linguistic phenomena involved in the process of a nuturallanguage. 

1.はじめに

アメリカには非標準英語と言われる黒人英語があり，それは標準英語とはかなり異なるも

のである。黒人の英語を知らない教師が，黒人の多い小学校，中学校，高等学校で直面する

最初の，そしτ最大の問題は言葉である。それは日本で，標準語だけ話すある教師が，例九

ば東北地方のある山村でとまどう言葉の問題とは比較にならない程強いものであるo教師が

黒人の生徒を標準英語が話せるようにすることはほとんど不可能であるo

なぜ黒人は標準英語が話せないのであろうか1)。言語能力に欠けているからだろうか。

黒人の英語は，アメリカ英語の一つの方言と言えない程文法が異なっているのだろうか。黒

人英語はどのようにして出来たものであろうか。以上のような問題を考えながら，この論文

では黒人英語の起源，特徴を述べると共に，黒人英語が出来た背景に見られる現象が，いか

に言語の自然性にかなったものであるかを議論するo 文，黒人英語が確立された背景には，

その特徴として当然言語に特有のものがあるはずであるから，言語に見られる自然性の立場

からも，黒人英語の起源，特徴を探ってみるo

2. 黒人英語の起源

黒人が話す非標準英語がどのようにして出来たかには，大きく分けてニつの説があるo一

1 )もちろん黒人であっても，白人と全く変らない標準語を話す者も多いが， この論文で問題にしている

のは，南部や黒人居住地 (ghetto)に住む黒人を対象にしてし、る。
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つは，純粋に英語の一つの方言で、あるとし、う英語起源説と，もう一つは，西アフリカの言語

と英語が混って出来たピジン・クリオ}ル英語起源説で、あるo 英語起源説は，東アングリア

(East Anglia)起源説とか初期英語起源説と一般に呼ばれているが，起源を初期の英語に求

めるものと，特に初期の英語に求めず，現在アメリカ英語に色々な方言があるように，その

基底が標準英語と同じである一方言にすぎないとするものとのこつに分けられよう。後者を

英語方言説としこの論文では初期英語起源説と区別して議論するo 以上の三つの説の他

に，アメリカヘ連れて来られた黒人達が当初話していたピジン・クリオール英語が，白人の

話す英語の影響を受け，又，白人の英語を話すことによって，黒人英語が変化して行ったと

いう説が考えられるo この説を中間説と呼ぼう。これは，黒人英語と白人英語が互いに影響

し合って黒人英語が出来，そして両言語に類似した面が見られるようになったのは， 自然な

姿であるとするものである。以上の四つの説を述べながら，どうしてこれら四つの説が考え

られ得るのか，そしてどの説が最も有力となり得るのか議論しよう。

A， 英悟方言説

アメリカの東部，南部，中西部など各地に方言があるように，黒人英語も一つの方言とし

て考えられるo アフリカから奴隷として連れて来られた黒人は，彼らの白人の主人から英語

を学んだ。しかし彼らは言語能力が低く，本来の怠惰性がある為，主人から学んだ英語を簡

略にし，唐が厚いという肉体的相違も影響して，白人の方言には見られない彼ら独自の方言

を創り出した。黒人英語には省略が多いが，それによって文の意味を把握するのが不可能に

なるものはなく，他の言語に於いては正しい文であるものが多い。

(1) 三人称単数

a ， He believe God. 

a， He don't like nobody. 

三人称の現在動詞に sがないのは，日本語を見ても分るように，他の多くの言語に於いて

意味上何応必要のないものであるo

(2) Copulaの省略

a ， He handsom e. 

b， 1 gonna do it. 

Copulaも意味上必要なものではないので省略しているo しかし黒人英語でも次の cとd

の例に見られるように，文末の beは省略出来ないし，短縮出来なし、。

c， How beautiful you are. (*you.*you're) 

d， Here 1 am. (*1. *I'm). 

スワヒリ語のように随意的に省略出来るものもあるが， copulaのない言語も多い。
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e . Swahi1i: mimi (ni) mwanafunzi.ヨ (am)a student'. 

f . Sierra Popoluca : cabac he?m kawah. 電It-is-redthe horse'. 
red the horse 

yagac he fm PA・sin. tHe-is-tall the man'. 
tall the man 

g. Lalana Chinantec : ?weh tearth'. ?a?weh. tIs it land?' (faは疑問形態素)

t:>f torange'， ?at:>f. Is it an orange?' 

(3) 所有格

a. That John house.守、hatis John's house'. 

b. Y ou know he sister? 電Doyou know his sister?' 

所有格は，なくても前後関係から aの意味は ThatJohn is a houseではないし bは

Do you know he is a sister?でない事は容易に分るのであるが， Y ou know he father? 

が Doyou know his father?か Doyou know he is a father?かは， その文だけ聞くと

分らない事がある。しかし黒人英語では以外に冠詞， a， daが省略されないのである。従っ

て You know he a father?となり， Y ou know he fatherがあいまいな文でなくなる。所

有格がないのも黒人英語に限ったものではない。

c . Thai : nan ban Wiboon. 電Thatis Wiboon's house'. 
that house 

nan ban khun. ミThatis your house'. 
you 

タイ語では名詞を修飾する語は後に来， r大きな家」は banyaiである。

d. Nupe: eya egi mi. tmy child's friend'. 
friend child 1 

Nupe 語には日本語のように格の屈折はなく，所有格を表わす為には ny~ (ofの意味)

が使われることも多いようであるが，代名詞には ny~ は使われないへ

e. eya ny~ egi mi. tmy child's friend'. Cは高いアクセント，、は低いアクセント

を表わす記号である)

f . sun号 u. this name'. 
namehe 

更に Nupe語では名詞句の後に来る代名詞は所有格であり，動詞の前の主格，動詞の次

の目的格を語順に於いて区別する。

g. mi yebo u. ヨlovehim'. 
1 love he 

2) BanfIeldの AGramman of the Nupe Language Together with a Vocabularyからの資料による。



-196ー (小林泰!秀)

(4) 複数形

三人称や所有格と違って，黒人英語では複数形は良く用いられるのであるが，数量詞と共

には単数形が用いられるo

a. He got five book. 

黒人英語のように複数形を用いながら数量詞と共には単数形である言語は他にもあり，

日本語もある程度そうだと言えるo

b. Isthmus Zapotec : bi?ku <dog'， kabi?ku? <dogs'， cupa bi?ku? <two dogs'... (kaは

複数形態素)

c. Japanese:子供，子供達. 10人の子供(達). 

(5) 過去形

a. Yesterday he. walk hom e. 

その文が過去を表わす副詞(句)等と共に用いられていて，明らかに過去を表わす文であ

る場合とか，次の文のように過去を表わす標準があれば，動詞は原形で良い。

b. The boy carried the dog dish to. the house and put som e dqg food in it. and 

bring it out and called his dog... M. 

更に Dillardは，黒人英語には非反復性 (non-redundancy)があり，いくつかの動詞のあ

る文の中で， 一つの動詞が現在か過去の標準を持っていれば良いと述べている O 日本語も

「ごはんを食べる時に手を洗った」のように現在形が使われるし，夕、イ語は時制がない。

c. Thai: khau maa (mtla-) waanniI. tHe came yesterday'. 
he com e yesterday 

khau m aa wanniI 
today 

<He com es today'. 

khau (ja) maaprtlngniI <He will com'e tomorrow'， 

tomorrow 

ja は未来形と共に用いられるが，未来時制を表わすものではなく，未来に対する「見込

み」の意味を表わす語なので，なくても間違いではなし、o naenon (n記 nonJ電surely'のよう

な確実性を表わす副詞が語の最後に来る場合には省かれることが多い。

以上統語面の省略を述べたが，他の言語も例に挙げたように，黒人英語の省略はごく自然

な現象であるo 黒人英語のみに求めるから省略と考えられるのであり，後でも触れるが，も

ともと黒人英語の文法を他の言語にも見られるような構造のものであるよすれば，つまり省

略と考えずに基底構造に存在しないのが黒人英語だとすれば，その起源が英語以外の言語に

も求められる可能性が出て来るのである D

3) Dillard， Black English， 413ページ。
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省略t主音韻の面でも多く見られる。特に子音群の場合の省略が多い。

(6) 子音群

a. [tou]健told，toll， toe'. 

b. [min] (meant， mend， men'. 
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c. [hεp]電help'，[m Ik] 電milk'，[ml] 'tnils'，[tts] (test'， [hf] 'lift'， [kam]・kind'.
a， b， cの規則は次のようである D

1. [+alveolar]一→O/C-

2. 1一一歩併/V一一ー

Burling (1973年， 124ページ)は，語尾の子音の消去は，西アフリカの言語では子音が語

尾に来ない為，その傾向が今日の黒人英語に影響を与えていると述べているo 彼の意見が正

しければ，次の dとeの例のように白人の方言にも多く見られる子音の消去は，黒人英語の

影響を受けたからだと考えられよう o しかし次のような発音は，黒人英語には関係なく，普

通に話す文の中で当然起こり得る言語の自然な変化とも云えるのであるo

d. Brooklyn， New York : [rzn] tisnγ， [mayl] 哩mild'，[rgzakli] 'exactly'， [smo] 

'small'. 

e. Columbus， Ohio : [wun， uAdn] 'wouldn't'， [b.Iagkas] tbroadcast'， [dzfaan]tdif-

ferent'ω. 

黒人は怠情である為，英語の発音の f を p~ vを b，Oを t，ちを dのように云い易くし

てしまうというのは正しいだろうか。次に黒人の発音をみてみよう。

f. [kAp]電cuff'，[pAp]‘puff'， [geb] 'gave'， [breb]電brave'.

g. [obesi]電oversee'，[nebe] tnavel'， [kAlbet]電culvert'， [kanbes]電canvas'.

h. [ti] tthin'， [tonde] tthunder'， [di] (these'， [de: ]・there'.

以上の例から，黒人英語では摩擦音を破裂音にしてしまうようであるが，必ずしもそうで

はない。

. [vemzhen] tvermilion'， [veliz]電valise'.

j. [fAst] tfirst'， [fa:n] tfind'， [brekfes] tbreakfast'， [dzfen] tdifferent'. 

k. [gi] 'gave'， [fa:]百ve'.

v は語頭で変化しないが，語中，語尾で bに発音されるようであるo

1 .v-→b/[十syllable]一一
語尾の子音が消去される kの例では， [givJの vが消去されるのか， 1の規則が適用さ

4) dとeの例は.Schokeyの Phont:ticand PhQnolo~ical Properti~s of Connected Speechからのも

のであるq
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れてから [gib] の bが消去されるのか分らないが，規則の少ない方が適当であるので，

の規則は適用する必要がなし、。従って 1の規則は次のように黒人言語の間でも異なるo ;11 

m. vー→b/[+syllable]一一([+ vocalic]) 

jの例で fは語頭と語中では変わらないので.fが p に発音されるのは語尾に於いてで

あるo・(Jとるーは語尾に来ると fと v に発音されるo

n. [tuf] 受tooth'，[mauf] 電mouth'，[truf] 電truth'，[brivJ tbreath'， [smuv] ，tSmooth'， 

thの発音は次のようになる O

~ o [じ日日「直十刊叩一一a叩ω叩n附蜘民附ri耐Oωfantl卜川汁→寸寸{[卜一…飢叫 吋十…]νト円/-[一一→[同+刊切吋s勾削山仰y凶州山向州州lla陶州ωla切矧榊a勾削帆y凶内le+coronal . I 

二;2jE;;anti lk;23::!]/ー#

北部の白人でさえ，教養のない者は良く [kAlb<}t]電c1Jlvert'， [r1b<}t] trivet'と， vを bに

発音するようであるヘ

発音はもちろん云い易い方向に変化をする場合が多いのであるが，黒人英語の破裂音化は

見られない場合もあり，容易な発音にしてしまったとは云えなし、。又，摩擦音を破裂音に云

い易いからすると云うのは，日本語の p→φ，hとかグリムの法則 (Grimm's law).のp→f，

t→(J， k→x などをみても分るように，一概に云えないことであるo 但し，黒人英語に於い

てf，vが p，bに (J， ちが t，d vこ発音されるのは，幼児の言語習得段階に於いても見られ

るように，後者の方が云い易い為，黒人は音韻特徴の似ている口控で隣接する発音に置きか

えるようである O それは，まだ摩擦音の f，v， (J，. dを習得していなL、から破裂音に置きかえ

る幼児の場合とか，その発音がないから自分の言語に存在する発音に置きかえる場合(日本

語で f→φ"v→b， (J→s，る→dz) とは違う。黒人は生まれっき言語能力が低い為，言語の習得

してない幼児のような言語を話すと云うのは，黒人に対する偏見であり，後で述べるが，黒

人英語の歴史を調べることにより，幼児語と似たもの，あるいは，英語以外の言語と似たも

のが見られて当然なのである o 黒人英語が幼児語と似ている文を述べてみよう。

幼児語

P.三人称 John build house~ 

q.二重否定 Nobody don't 1ike me. 

黒人英語

John drink the milk. 

You don' get no more from me. 

r .疑問文

s .所有 格

t . 主格

U.未来形

What he want? 、 Howhe learn you? 

Where Ann pencil? Dat he book?Yes， it his.*Yes，it he. 

Why not me touch the fish? Me help you? 

He bite you again. She lea ve at seven tom orrow m orning. 

5) Wise， Negro DialectのZ19ページq
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以上の文を比較して見る限り，黒人は幼児のようであると云っても良い程似ている。しか

し似ているから幼児のように未熟だとは云えないし後で述べるが，黒人英語は標準英語

と同じく複雑な言語なのであるo Pの例文は三人称 S のつくべき文であり，幼児語では過

去時制も初期にはないのであるが，黒人英語には 1drunk the m ikという形もある。 qの

文は二重否定の文であるが，白人の英語にも良くみられる文であるo rの文に於ける doの

欠落は， Y ou know that?のような文にも見られるように，黒人英語に限ったものではなし、o

sの例文に見られる所有格については前にも触れたが， Darhe book? tIs that hisbook?' 

に対する答は， Yes， it his.であり， Yes， it he.でない所に幼児語とは違う面がある。 Uの

文の未来形に於ける willや shallの消去は， 白人でも未来を示す語句があり， 明らかに未

来がはっきりする文に於いては省略するのであるo

白人と同じ英語を基底にしていながら，白人とは違う言葉を話す黒人は，言語能力が欠け

ており，彼らの言語体系に限界があり，言語習得以前の幼児のように不完全な言葉を話すと

いうのは，白人が黒人を人種差別した論理の上に立って述べたものであるo 確かに黒人は，

白人と同等の教育を受けない者が多い為，読み書きの出来ない者もいるo 又，学校では，例

えば Askhim can you use the hat.が間違いであるからといって Ask him if you can 

use the hat.と正しく書くように教えても，ほとんどの者は出来ないだろう O これは彼らの

言語能力が低い為ではもちろんなく，話す能力と書く能力とは全く別のものであると同時に，

黒人英語の文法体系が標準英語のそれと異なることにある。黒人英語が方言か一つの言語か

というのは，後で結論つ'げるが，黒人英語をアメリカ英語の一方言として考え，白人との相

違を怠惰や言語能力に求めるのは，黒人英語の存在を否定すると同時に，黒人と白人のみな

らず，あらゆる人種は基本的な知識や言語能力が全く同じであると L、う根本的な言語理論を

も否定することになる O これまで述べて来た例文を見て，黒人英語は標準英語よりも話しや

すく，理解しやすく，覚えやすいと考えるのは間違いである O 黒人英語を話せるようになる

には，新しい言語を学ぶのと悶じ労力が必要なのである O 黒人は単純であるからl単純な解

り易い英語を使うというのは偏見であるo 人聞が話している世界の言語で， より単純である

言語というのはなく，同じように単純であり，同じように複雑なのである口

B.初期英語起源説

黒人が話している英語は，初期のイギリスからのアメリカ移民から学んだもので，白人が

かつて話していた一方言(古語)を，白人が話さなくなった今日でも話しているというの

が，初期英語起源説であるo これは黒人英語の特徴をイギリス地理方言の中に求めるもので

あり，東アングリア起源説とも呼ばれ，イギリスの東7ングリア (EastAnglia)からの移民

の言葉が黒人英語だというものである。次に，初期の英語の方言と黒人英語の似ている点を



一車拘『帽 (小林ー泰2 秀〉

挙げ，それがいかに偶然で，無理に結びつけたものであるかを述べよう o 古語の例は年代が

めちゃくちゃであるが， とにかく黒人英語に見られるものを無理に拾ってみた。

、(1)λ称，数，時制

a .He do' it. 

b. 1.' have two book. 

.C • 1 meethim yesterday. 

aの文では三人称単数現在動詞に sがつかず; bの文では名詞が複数形になっておらず，

cの文では意味上過去の文であるのに動詞が現在時制であり， これらが黒人英語の特徴であ

ることはすでに述べたが a，b，' cの例文は東アングリア方言にも見られたのであるo 前

にも述べたように a，b， cのような文は，東アングリア方言の影響というよりも黒人英

語が出来た当初からの文法と考えたい。その文法が出来た背景には，意味伝達に不必要なも

のの消去とか西アアリカ諸語の影響があったかも知れなし、。何よりも東アングリア方言を黒

人が話していると云えない理由は，黒人に英語を教えた白人が東アングリア方言を話してい

たということと，彼らが東アングリアからの移民であったということが，疑問であるからで

ある。

(2) 継続相の be

イギリス系アイルランド方言には進行を表わす beがあるo

a. He be working. (He is working everyday.' 

黒人英語にも継続相の beがある。 beのなし、 ingは一時的であるのに対して， be ingは

継続的である o

b. 

，SE
E
l
4
l
a
-
-
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c
 

She studyin' when de teacher come in. r彼女は先生が入って来る時には

勉強しているJ

She be studin' when de teacher come in. r彼女は先生が入って来る時も

勉強しているJ

lohn ain' workin' now. rジョンは今働いていない」

lonh don' be workin' every day. rジョンは毎日働きはしないJ

黒人英語の beは継続の意味と同時に，永久性の意味も含んでおり，形.容詞だけて根たく名

詞も beの次に来れるo

I
1
J
、i
l
-
-
1
E
d
-
-
、.

d

e

 

My m other sick. r私の母は最近病気になったが長期間の病気で‘はない」

My mothet be sick. r私の母は長い間病気をしているJ

She m y good friend. r彼女は今は私の良い友達だJ(一時的)

She be m '1good. friend. r彼女は今後もずっと私の良い友達だJ(永久的)
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d，eのような例は黒人英語に特有なものであり， この beは古語の影響というよりは，

黒人の言語に継続的，永久的な意味を持つ beが存在しており，それが beingの形に関し

てはc，'， たまたまイギリス系アイルランド語と似ていると考えられる O

(3) done 

スコットラ νド英語には have+ done +動詞という形がある。次の例は Dillard(1972年，

227ページ)からの引用であるo

b 、. The lor k has done the m irry day proclam e. 

(lor k = lar k， m irry = m erry， proclam e = proclaim) 

h. How that my yowth 1 done.forloir. 

(yowth = youth， forloir = forlore = for:lese (to lose' O)pp.) 

c ~ As 1 afore ha ve done discus. 

(aforeは beforeの意味， discy-s = discuss) 

bの例文のように haveのない場合もあるo Dillandによるとスコットランド語は cの

例文で時を表わす aforeが使われ得るように，近接完了を表わしたのではなく，ほとんどの

場合使役を表わLたようである。それに対して黒人英語には近接完了の意味があるo

d . Missy， Mr Seldreen done come， he dere at the door， 1 shall... (Dillard， 1972 

年， 220ページ)

Di1lardは否定しているのだが， Labov (1972年)によると， doneには「すでに」の意味(例

文 e)や強調の意味(例文 fと g) もある。次の例文は Labovから引用したものであるo

e She done already cut it up. (55ページ)

f . After you knock at the guy down， he done got the wor ks， you know he gon' 

try to sneak you. (55ページ)

g. 1 forgot m y hat! .1 done. forgot m y hat! 1 done forgot it! (56ページ)

doneの形は南部では黒人のみならず白人も用いる口

h. 1 done gonejwent dat city. I私はあの町ヘ最近行って来たよ」

更に南部の白人には haveを使ち文也ある d

. I've done gonejwent to that city. 

黒人の下層階級では done+原形もあるようである。以上のように done+動調は，形の上

ではスコットランド語正似ているのであるが， 意味的には全く似ておらず， 黒人英語の

doneは古いイギリス方言の影響を受けたものであるとは云えない。むしろ黒人英語が白人

に影響を与えて，南部方言として使われていると思われる D そして標準英語の文法に合わな

い為，白人は.iの例文のように have+過去分詞の形にして使ったが，黒人英語では have+
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doneがないので，両言語の聞に相違が出来たと考えられる。更に Dillard(1972年)は，ア

イルランド英語に done+動詞形が存在するとし、ぅ証拠さえなく，黒人英語の doneと関係

づけようとすることは，アメリカ形式をイギリス諸島から出てきたものだとしてしまおうと

し、う表れだと述べているo

次に黒人英語に見られる文体で，古語に見られるものをいくつか拾ってみよう o

(4) 比較級と最上級

エリザベス王朝時代には二重の比較級と最上級があった。次の引用文aとbは， r現代英

語学辞典J(284ページ)からのものである O

a. More fitter for Paris than Hector (J. Lyly， Euphues)jHow m uch more are yee 

better then the foules? (Shakespeare， Julius Caesar) 

b. the most unkindest cut of a11. (ibid.)jafter the most straitest set of our religion. 

~The Authorized Version of the Bible， Luke xii， 24) 

同じような例が黒人英語にも見られる D

c. 1 know mo' puttiergirl. <1 know more prettier girl'. 

d. de m os' biggist buildin' 1ever seed. をthemost biggest building 1 (have) ever 

seen'. 

古語に一時期使われた二重比較の形が黒人英語に引き継がれているとは考えにく L、。比較

には more，mostを使う形と，形容詞+er，estを使う形があり，その両方を一つの文に使

うのは二重否定と同様当然あり得る現象である O

(5) for to 

Old Englishゃ MiddleEnglishには良く forの加えられた fortoの形が見られるo 歴

史的には方向を表わす toの原義が薄れた為，それを補うのに forを添えることになったの

である(新英文法辞典， 546ページ)。変形文法で Equi-NPDeletion (同一名詞句削除)の後，

Com plem entizer (補文化要素)の forが削除されないで残っていると考えられるのとは違

う口

a. What went ye out for to see? (The Authorized Version of the Bible， Luke..vii. 

25. b) (現代英語学辞典， 287ページ)

黒人英語にも同様の形があるo

b. 1 got sum fin' fer ter te11 you. (Harrison， 172ページ)<1. got som ething for to 

tell you'. 

簡略，省略の多い黒人英語に fortoがあるのは不自然であり，白人方言の影響を受けた

からであると考えられるかも知れなし、。このことについて Stewart(1975年， 235ページ)は，
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解放後生まれた黒人はめったに使わなくなったが，不定調として使われていたクリオ}ル語

の forを消去せずに， クリオール語で、ない toを加えた為 fortoの形が出来たとしてい

るo 少し長いが Stewartの文を引用しよう口

….it is likely that the for to infinitives， of some Deep South Negro dialects are 

the result of ，incomplete de-creolizo.tion (the adding of non-creole to， without giving 

up the creole forJ.; ra，ther than 、theborrowing of a whitenon-standard' dialect 

pattern， as some might suppose. ln the first place， such white ，dialects (Appalachia， 

Georgia， etc.) usually have a contrast between to and for to e. g. 1 come to see it 

(i. e.ヨtdawned on me') vs. 1 come forto see it flc~me in order to see it') while 

;many Negro dialects in which forto occurs do not make such a distinction. ln 

" the second place， there ispiecemealevidence oi the ~ddition of to ，after for alO1)g 

the SouthAtlantic coast， where the ehange has been relatively recent.':: For ，~xam ple， 

in Drums and Shadows: Survival StudiesAmong theGeorgia Coastal Negraes 

(Athens， Ga.， ， 1940: 144) a team of th~ Georgia Writ~rs' prQject intervie~ed an old 

lady (then approximately one hundred years old) who， sp~aking of an African-bo~n 

slave whom she knew in her youth， recalled Hl membuh he say:tLemme cook 

sumpm fuh nyam.' He mean sumpm fuh ，to eat." 

The Authorized Version of the Bibleなどの古文体に於いては，・(e)sに相当する・(e)th

(hath， hopeth， sitteth， doeth など〉が人称に関係なく見られ. Old Northum brian や

Modern Scotchでは何人称の動詞でも -sがつくと云われるが，黒人英語とは関係がないで

あろう。前述のように黒人英語では普通・sはつかないのであるのに， he IAvz， she lAvzと

いうのは標準英語の影響を受けた為であり，更に一人称，二人称にも 1lA VZ， YOU.1A VZと -s

をつけて云うのは，過度の修正(overcorrection) とか過剰修正 (hypercorrection) と云われ

る現象であるo たとえ三人称単数動詞にだけ -s がつくと教えられでも，それを知るのがむ

づかしく， -sを三人称単数現在形にだけ限定することが出来ないので，すべての動詞に幽S

をつけるのであるo

(6) 音韻

黒人英語の発音・に古語の発音が残っているのだろうか。黒人英語と古語の聞には似た発音

は見られるのだが，それは無理に関係づけようとした場合である。

a. a→口/ーN

黒人英語:dawnse tdahce'~ Middle English : daunse(n). 
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黒人英語では鼻音の前では Nauncy，awntのように[詑]が [au]に発音されやすく，

古語の影響ではなし、o awntは OldEnglishでは ameteである。

b. u-→0/一-N

黒人英語:ontie， Old English : ontie. 

黒人英語では [A]がやはり鼻音の前で [0]に発音されるが，黒人英語の hongryミhungry'

は OldEngHshでは hungrigであるように，これは黒人英語の規則であるo

c 日/口
黒人英語:hit tit'， Ola English : hit. 

黒人英語で、たまに語頭に hを挿入して発音する。日本語では [?akai]のように，特に語

頭(時には音節の初め，あるいは語尾)に母音が来る場合は声門を閉鎖してから発声する

が，英語では声門を開いたまま肺からの空気を口の外に出すので，黒人が hain'tのように，

語頭に h を挿入して発音するのは自然な現象であるイ更に語尾に於いても空気を出 L続け

ると， [rensh} trinse'のように hが発音されたりする。 rinseI，t Middle Englishで rinse

(n)，もしくは rince(n)である。

d . ，th一一-Kl

黒人英語:fader， Old English : fader， 

チョーサー，スコットランド方言:fader. 

黒人英語では語中の thは t，dに発音されるが， Old Englishでもそうである訳ではな

L 、。次の B.E.は BlackEnglish， O. E.は OldEnglishの略語であるo

dis (B. E.)ーthis(0. E.)， wid (B. E.)-with (0. E.)， furder (B. E.)ー.furthor(adv.)， furthra 

(adj.) (0. E.) 

e . skー→ksの音位転換

黒人英語:位、sk'，OId English : axian， acsian 

skが ksになる音位転換は，幼児語には良く見られるように云い易い為であって， 'Old 

English等の影響の為とはとても考えられなし、。日本人の幼児も次のように音位転換をする。

kissen r石けんJ(2才3ヶ月)， akusuum u rアイスクリームJ(2才4ヶ月)，

okasana rお魚J(2才6ヶ月)， kucite ，-つけて(ちょうだし、)J(2才8ヶ月)。

非常に無理なやり方で黒人英語の特徴を初期の英語に求めてきたが，もし初期の英語の特

徴を黒人英語が受け継いでいるのであれば，アメリカ南東部の住民のほとんどは，以上述べ

たような古語の方言を話す地方からの移民ということになるo 実際にはイギリス方言に見ら

れる文法と黒人英語の文法は一致しないのであるから，黒人英語がイギリス英語の古い特徴
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を維持しているというのはおかしし、。この説は白人の英語から黒人が自らの言語形式を取っ

たという，いわば黒人英語の起源をイギリス英語に求めるイギリス英語至上主義の立場に立

つものであるo Aの英語方言説と Bの初期英語起源説のこつの説を述べてきた泊三これらの

説は黒人英語をアメリカ英語の一方言として扱い，白人と黒人の言語の相違はその基底の構

造にあるのではなく，同じ言語，つまり英語内の表層上の相違にすぎないとするものであ

り，これらの説は広い意味でのイギリス英語至土主義の立場に由来していると云えるo

c. ピジン・クリオール英語説

西アフリカへ進出したヨーロッパ人は，そこの住民と話せる言葉，つまり違う言語を話す

人々と伝達出来る言葉が必要であった。屈折変化や不規則変化がなく，文法上単純化された

媒介としての言語，つまりピジン語が話されるようになった。奴隷達は色々な言葉を母国語

として話していたのであるが，主人と話す時とか，他の奴隷達と話す時にはピジン語を話す

必要があったしどちらかというと自分の母国語の方にその文法体系の似ているピジン語を

覚えるのは，英語を覚えるよりずっと容易であったろう o ピジン語は，次の世代には母国語

として習得され， クリオール語となるのであるo

16世紀半ばに奴隷貿易を含む西アフリカの貿易に英国人が参加して，やはりピジン英語が

話されるようになったが，その語嚢はほとんど英語からのものであり，文法体系は英語とは

異なったピジン英語特有のものがあった。そのピジン英語がアフリカ諸語の影響を受けたこ

とは確かであるが，どのアフリカ語と英語が混って出来たのかはこれまではっきりされてい

ないしはっきり証明づけることは不可能であろう o アフリカの諸語と黒人英語は似た面が

多いが，それは何もアフリカの言語に限ったことではなし、。ピジン英語が話され，それがク

リオール化して行くにつれ，黒人英語独自の文法が確立され，それが世界の言語と似た面が

あるのは当然、のことである D 奴隷や貿易に携わる者は， 自分の母国語では通じないので，ど

うしてもピジン・クリオール語を話さなければならなかったo

黒人英語は統語の面で標準英語とかなり異なるo まず， Fickel (1975年， 86-88ページ)か

ら黒人英語の時制を引用しよう o 黒人英語には四つの過去の度合を表わす形と，二つの未来

の度合を表わす形の合せて六つの時制 (Ficketは tenseと呼んでいる)があるo 否定文が

存在するものはその否定文も引用しよう。

a.現在から過去へ

現在 肯定文 She singing. cShe's singing right now'. 

否定文 She not singing. cShe's not singing right now'. 

She Lnt singing. 電She'snot singing right now'. (ε はそこを強

調して発音するの意味。 εは emphasisの肩文字)
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"She just started to sing'. She do sing. 肯定文動 (Inceptive)起(1) 

電Shehasn't started to sing yet'. She don't sing. 否定文

電Shejust finished singing'. She did sing. 前現在 (Pre-present) 肯定文(2) 

ちhesang recently'. 

CShe hasn't sung recently'. 

ちhesang a long time ago'. 

She done sung. 

She ain't sung. 

肯定文

否定文

肯定文

近過去 (Recent)(3) 

She been sung. 遠過去 (Pre-recent)(4) 

b.現在から未来へ

直前未来 (Imminent)肯定文 CShe wi11 sing momentarily'. She's a-sing. 、1
，y
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She ain't a -sing. 否定文

sing right away'. 

後肢前未来(post-imminent)(2) 

電Shewi11 sing soon'. She's a-gonna sing. 肯定文
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She ain't a-gonna sing. 否定文

CShe won't sing soon'. 

以上の時制を Fickettは次のように図にまとめているo (89ページ)

言
世
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由
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島
由
ぷ
ト

~!I， 1". 

Future Past 

更に黒人英語は強勢 (stress)によって次の意味が異なるo

電Thebell hasn't stated to ring'. 

CThe bell doesn't work'. 
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又，近過去の否定文か，一般的な過去の否定文かは， ain'tと共に用いられる動詞によるo

d. (She ain't sing. ミShehasn't sung recentely'. 

lShe ain't sung. 電Shedidn't sing， hasn't 'sung at any time in thepast'. 

be-ingの進行形も標準英語とは異なる D

e (「「十凱伽いいhes仇 い i訂h句恥n時恥ngsi唱ドυgド刊s討i仇r

She be singing. ちheis singing every day (a long time)'. 

f. (She been sung (sing). cShe sang a long time ago'. (瞬間的)

lShe been singing. をShewas singing a long time ago'. (進行的)

以上の例からも，黒人英語にしかない文法が存在し黒人は無学である為に悪い非標準英

語を話すというのは，全く黒人を差別した意見だということが分るo黒人英語の起源が純粋

に英語に由来するとするならば，以上のような意味を含む文がどのようにして出来た・かの説

明が必要となる。イギリス方言でもなく，時代の流れにつれての，又， ピジン英語が出来る

際の，当然予測出来る言語の自然な変化によって出来たと思われない文が黒人英語に存在す

ることを考えると， 黒人英語の起源、を西アフリカに発達したピジン・クリオール英語に求

め，西アフリカ諸語の影響があると考えるのは当然であろう。表層の構造に見られる相違

は，単に同一国語内のものにすぎないとも考えられようが，意味に相違があるのは，その言

語の文法が異なるからである D 黒人と白人は特に南部ではかなり似た英語も話すのである

が，両語の出来た過程が歴史上異なるのであるo アメリカ黒人英語と，ジャマイカの英語と，

他のカリプ海の島々や南カロライナ海岸地方やその島々世話されるガラ英語 (Gullah)，更に

は西アフリカの黒人英語との間には多くの類似性が見られることから，これらの英語は同じ

起源を持つと考えられるo 人間は他の場所へ移住する際に，必ず自己の言語を持って行くも

のであり，黒人英語にも多くのアフリカ語を語源、とする語が存在しているo

g. banana rパナナj，chimpanzee' rチンパンジーj，safari rザファリ j，goober rなんき

ん豆j，jazz rジャズj，banjo rパンジョ j，sweet mouth rうまい口j，bad mouth: r悪口j，

yard ax r未熟な牧師」

もともと黒人のスラング (slang)であったのだが，白人間でも云われるようになった言葉

も多い。

h. cool rすてきなJ，light rおろかなj，dig r分るj，right on r全くその通り j，up tight 

「緊張した」。

まだ白人の言葉にまで普及していない黒人英語までまねようとする者が増える傾向にある

のは，白人の中に黒人英語，更には黒人，黒人文化を理解しようとする者が増えてきている

と同時に，黒人英語を話したり，まねしたりすることにそれほど抵抗を感じなくなった為で
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あろう。黒人英語を話す白人が増えつつあると云っても，それは語葉とか慣用句をまねるの

であって，黒人英語の文法までもまねようとする白人はほとんどいないし，黒人英語の文の

意味を理解出来ない以上，それは不可能であるo ピジン・クリオール英語説は， AとBで述

べた説に比べればはるかにすぐれた，言語の本質的な立場から黒人英語の起源、を追求してい

るのであるが， クリオール化された当時の言葉を黒人が現在もその通り話しているかは問題

であるo

D. 中関税

中間説という言葉を Dillardの BlackEnglishの訳者，小西友七氏は「訳者のあとがき」

の中で， r中間説は， 一口に云えば， 相互影響によるものということになりますが，影響力

の大小に応じて，東アングリア派寄りのもの，クリオール派寄りのものとあり，それにいろ

いろな段階のものも考えられましょうJと説明しているo 黒人英語の文法体系はピジン・ク

リオール英語によると云っても，アメリカに連れて来られた黒人が，現在の標準英語の源を

なす初期英語を話していた，当時の白人の影響を強く受けたことは確かである。だからと云

って，初期の英語にその起源を持つ標準英語には失われた古語が，黒人英語に存在している

というのは， Bの初期英語起源説の所で述べたように，賛成出来ない。もし存在していると

すれば，アメリカの白人の方言に存在しているものより，はるかに少ない数が存在してい

る。それは，白人英語は初期の英語に直接由来しているので，いろいろな方言に古い英語の

特徴が見られるのは当然であるが，黒人英語はクリオール化された英語にその主な起源、があ

るので，標準英語程初期英語の影響が少ない為である。

現在では黒人は脱クリオーノレ英語の傾向にあり，テレビ， ラジオの普及と共に標準英語の

影響を強く受けて変わりつつあるが，今でも黒人の多い学校では標準英語を教えるのに苦労

しているo

黒人が白人の英語の影響を受けると共に，白人も又，アメリカ全土に散らばっている黒人

英語の影響を受けるのは当然であり，お互いに影響し合っていくと，白人の英語と黒人英語

の間に相違点よりも類似点が多く見られるようになる。従って，両言語聞の相違は単に表面

的なものであると考えられるようになり，黒人英語の特徴を述ベ，相違点を強調するのは，

黒人英語の全体をとらえていないからだと思われるかも知れない。黒人英語も標準英語もそ

の最初の起源は，直接，あるいは間接的に初期の英語にあり， しかもアメリカに於いては，

長い間共に影響し合ってきたのであるから，似ているのは当然であるo 世界のどの言語をと

っても，その両言語聞には，深層的な意味では相違点より類似点のほうが多いであろう o ま

して黒人英語と英語についてはし、わんやで‘あるoお互いに影響し合うと同時に，歴史的変化

も加わって黒人英語が出来たと考えるのが最も自然、と思われる O それを黒人の怠情，知性の
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低さと考えるのは偏見である。

黒人英語の由来は次のようになる。

結論としては，上の図に見られるような，初期の英語説とピジン・クリオーノレ説の中間の

説，つまり，どの線を通ってと云うのではなく，言語が互いに影響し合って，黒人英語が出

来たという説が最も自然のように思われるo

3. 方言か言語か

黒人英語がピジン・クリオール英語の影響を一番強く受けていることを述べたが，アメリ

カ英語の一方言にすぎないのか，アメリカ英語とは別の独立した一つの言語なのかという問

題をここではっきりさせたい。

標準語，非標準語という言葉を用いる際， 1"非標準語」とは， くだけた云い方とか， 方言

とし、う意味に用いられるのであって，一つの独立した言語を非標準語とは云わなし、。 Where

you goii1g?とか， What you doing?とか，更に， Whatcha doin'?とし、う非標準語的な云

い方は白人でも黒人でもする。しかしここには白人と黒人間の言語認識の相違があるo 白

人はくだけた話を友達と話す場合，上の文のように be動詞を省略しているが，黒人のは省

略ではなく，彼等の基底の構造に存在しないのであるo 少くとも黒人にとっては，上の云い

方はくだけた云い方ではない。しかしある白人にとってはくだけた云い方であるが，ある

白人にとっては自分の生まれ育った方言かも知れなし、。方言であれば，その地方では目上の

身分の高い人に対して上の云い方をしても失礼に当らないしその身分の高い人も同様に話

しているだろう。そこの方言は黒人英語と同じ基底構造を持つようであるo しかし両語は

歴史的に大いに異なるのである。白人のは英語を簡略にして云ったのが.(もしそういう方言

があるとすれば)その方言になったのであり，黒人のはピジン語が出来た時，意味伝達に影

響がない不必要な要素である英語の copulaである beが消去され，その文法が黒人英語と

して確立されたのである9
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このことに対して Burling(1973年， 73ページ)は，黒人の非標準英語 (BlacknOllstandaid 

English)は，標準英語から分離した一つの言語とは云えなし、。両言語の相違は表面上のもの

であると述べているふ彼の例文は StandardEnglishと NonstandardEnglishの比較によ

るものであって， Nonstandard Englishを黒人英語と白人英語にはっきりと分けることによ

って，黒人英語の特徴をより明確にする ζ 主はほとんど二していない。実際:にはBurlingの考

えとは逆に，相違あるように見えるがより深く黒人英語を調べていくと，互いの文法が異な

ることが分るのである。黒人も， She be singin'. ちheis singing every day' とか She

been singin'. 'She was singing a long time ago'のような，前に黒人だけのものとして

述べた文をだんだん云わなくなってきたようであるが，黒人の特徴が，省略，語裳，発音等

の面にあり，統語の面になくなれば，黒人英語は英語の一方言のようなものと考えられるか

も知れない。しかし黒人英語には，標準英語にない，又，標準英語で表わせない独自の文

法があるのである D もちろん標準英語にない，複雑な表現をするからと云って，独立した一

つの言語とは云えない。雪の多く降る地方では，雪の種類によって語葉が色々豊富にあるだ

ろうし，漁師の間では潮の流れによって色々な云い方があるだろう D しかしこれは，生活上

の必要性から出てきたのであって，新しい文法を創造したことにはならなし、。同じ日本語で

も青森方言と鹿児島方言とではお互いに理解することが出来ない。琉球方言となると全く外

国語のようである。それは主に語棄が異なっているのであり，基底の構造に相違がない。次

の文は津軽方言であるが，文法構造が同じであるのが分る。

a.オメ オラノオジ(コト) フタイタベo

(君は僕の弟を たたいたね)

同一言語での方言には，語裳，発音のみならず文法の相違もあるのであるが，簡略からの

ものとか語葉上のものであり，基底の文法構造そのものが異なる訳ではない。「借りるJは広

島方言では語幹が違い，過去形と否定形は次のようになる O

b.広島方言:kar-taー→katta，kar叩ー→karan

標準語:kari-ta-→karita， kari..anai-→karinai 

方言とは， もともと同一言語であった国語が，地方に於いて独自の発達をした為，語集，

発音，文法に於いてその言語と多少異なるようになったものであるo 所が黒人英語は，アフ

リカ諸語が混っており，方言ではなく，英語とは別の言語と考えられる o

4. 言語の自然性

歴史上の変化に加え， ピジン・クリオール語をその主な起源、とする言語には，言語の普遍

性というような，人間言語の自然性に従う変化があちこちに見られるq 文は名詞句と動詞句
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から成り立ち，動詞句は動詞と目的語である名詞句から成り立つというような規則は，その

句や語の順序はまちまちであっても，普遍的なものであり，どの言語にも見られるのであ

る。しかし，その句構造規則は各言語によって異なるo例えば，英語では vp→be+Adj/NP

/PPとし、う規則があるが，黒人英語では beがなく vp→Adj/NP/PPである。これは前に

も再三述べたが copulaの beはなければならないものではない。三人称の規則も黒人英

語にはないものであり， ピジン語で適用されなかったのが自然であろう O 英語にはあるけれ

ども，黒人英語にはないと思われる規則も，実際には基底にあるのだが，表層に現われない

ものもあるo 例えば過去形とか複数形であるo She sin' yesterday.とか 1have ten book. 

と云いながらも，彼らの脳には Shesing + Past yesterdayと 1have ten book + Pluralが

rPresentl 
あり，それが sing吋と book+併として表層に現われるのである。 Tense→ 1paJ1

とか NP→町出laヤという特徴はどの言語に伝える普遍的なものであり，それが

表層上ゼロ形態素 (zeromorpheme) として扱われるのは，ごく自然な現象である O これは

標準英語の sheep，deerなどに見られるようなぜロ異形態 (zeroallomorph) とは違う。ゼ

ロ異形態の場合はたまたまその複数形がないのである 9

黒人とか白人にかかわらず，英語を話す人間なら当然適用するだろうと思われる規則は，

音韻の面で多く見られる。

r +mid l 
.v一村/|-stms|一一
pamkeIk→pamkek， pouteItou→poteIto， bouldfeIS→b6uldfes. 

一層くだけると強勢に関係なく中舌母音の後の母音が省略される D

b. v-→ゆ/[+mid]一一
blou→blo， roud→rod， pouteItou→poteto， bouldfeIs→boldfes， peIp"，r→pep"，r. 

更に，黒人英語では，語尾の子音と流音が省略される為次のようになる O

rod→ro， boldfes→bodfes， bep"，r→pep"'. 

白人も黒人も二重母音を単音に発音しており，それが特に無声子音の前で顕著に見られる

のは，母音が有声子音の前では長母音に，無声子音の前では短母音に発音されるのと同じよ

うに，声帯振動の長さに関係する英語に共通した現象である bの規則や，長母音が短母音

に発音されるのは， ookii→okil大きし、J，hoomuruumu→homurumu IホームルームJ，seinen 

no ie tooi→senenoetoe I青年の家(は)遠し、Jのように日本語の方言にも見られる O

6)言語によっては PresentとPastではなく，土Pastで表わした方が良いものとか.PresentとPast

以外の，例えば未来時制の考えられるものもあるだろうし，複数形にしても，両数と 3以上の数に複数

形が区別して用いられる言語もあるのだが，時制とか数という概念は人間言語に普遍的なものである。
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又，強勢のある母音ははっきり発音するが，強勢のない母音はさほど重要でない英語で

は，舌の位置が中間になり，白人英語も黒人英語も suhwa[e]に発音されるo

， c. [-stress]一ー均

h~mbAg→hÁmbeg Ihumbug'， WIndou→wind9u 'window'. 

黒人英語で語尾が子音+1である場合， [apul] 'apple'， [htol]'little'のように子音と iの

聞に母音を入れるのは， 01d Englishが記ppel，lytelのように母音を入れて発音していた

からではなし、。又，白人の英語でも[記per;}， [htel]のように Schwaを挿入する発音もある

が，音節をはっきりさせる為に母音を入れて発音しようとする考えが話し手にある訳でもな

いだろう o 母音挿入は特に黒人英語に見られる。黒人英語では [apul]，[htol]や [panapul]

電pineapple'，[hAmbul] 電humble'のように， 日本語が借用語に適用するような規則である母

音を挿入しているが，自由変異も多L、。黒人英語の一般的な母音挿入規則は次のようにな

る。

d h[23;比555f卜[:;:;;;ral 
この規則は， tと lの聞に [0]を挿入し， dと lの問 [eJを挿入するものであるo

htl→htol， batl→batol， mldl→m Idel， kandl→kandel 

e. ø~叶[士3羽説鴇2民記払;江ιi色tJ咋lレ/
唐音と lの聞に [0]を挿入するo

mpl→mpol 電nipple'，pipl→pipol 電people'，gr Am bl→grom bol 'grum ble'， tebl→tebol 

<table'. 

[apul] とか [lrtol]のような発音がなく， [apu] ， [hto]のように常に母音で終る発音し

かしない者には， d， eのような母音規則よりもむしろ， 1が母音に変わる規則が妥当であろ

うo全く凹を発音しないで， jsilj→[siu] 'seal'のように母音の次の [IJも母音に変える

者は，母音を挿入してから lを消去すると考えるよりも，置換規則が頭にあるはずである。

Luelsdorff (1975年， 62ページ)は語尾に来る lがどの母音になるかは，高位母音の次か

非高位母音の次か，同居母音の次か非同居母音の次かによって決められると述べている o こ

れは母音調和によるものであるo

1. V一一#

peel [pi叫， pool [puûJ， fail [fe'tJ， mole [moô]， pal [pa'tJ， ball [booJ， file [fa'tJ， 

gull [ge't]. ('tは後舌，中位，非円廃母音である〉

n. V一一-.C#. 少
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field [fI剖]， fooled [fuûd]， failed [feyd]， cold [koo八d]，called [k:>od]， filed 

[fa'(d]. 

m.c一一#

needle [nidu]， noodle [nud1:t]， pickle [pik吋， hickle [nuku]， ladle [led'(]， medal 

[med'(]， paddle [pad'(]， bottIe tbad'(]， knuckle [naky]. 

Luelsdorffの 1，n. mで述べた iの母音化による母音調和規則は，次のようにまとめ

られるだろう。

r +voca1ic 1 
f . I + consonantalドー→

I +anterior 

[的ighlzrl/122tdl-〈叫
s round J 

[ar 
Zbackdl口町
一round

( i ) 

(i i) 

!と Eの語には fの(i)の規則が適用され， mの語には fの(ii)が適用されるo (ーαmid)

は，前の母音が高位母音の場合 αが+であるから， [ー x+mid]で[-mid] となり，前

の母音が高位母音でない場合は αがーであるから， [ー×ーmid]で[十mid]となる。

英語の母音は音素面ではすべて有声音である為， 日本語のように無声子音が母音問で有声

化して当然のようであるが，黒人英語も白人の英語もその例が以外に少なし、。白人の英語で

は歯茎音の閉鎖音が母音問では弾音 (flap)になり，無声子音 /t/が有声弾音 [t]に発音さ

れるが，黒人英語では /t/が [d]に発音される。

betar→beda電better'，bato→bado電bottle'，fatIs→fadrs 'fattest'. 

日本語では，複合語は oogama(<oo+kama)， miyajima (<miya+sima)のように有声

化され， adama r頭J，kagasi rかかし」のように破裂音を有声化する方言も多L、。標準英語

でも waif-z→warvz'wives'， wulf-z→wulvz 'wolves'のように複数形で fが vに発音され

るのは，次に有声子音が来る為であり，黒人英語で ttJ~ dと発音されるのと同様同化によ

るものであるo

言語の自然性の立場から，出来るだけ白人と黒人に共通の，英語を話す際に起るのが当然

であると思われる規則を取り上げ，それが他の言語にも共通する商がある事を述べた。我々

は言語間の相違に注目しがちであるが，言語全体から見ると，し、かに各言語が似ており，又，

影響し合っているかが分るのである。そして一方では，各言語がいかに強く，個別言語の特

徴を維持し続けているかも分るのであるq
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5.・;おわりに

" 

この論文では黒人英語の起源を追求しながら黒人英語がどのようにして出来たのか，な

ぜ黒人英語のような言語が生まれ得たのかを述べた。そして，黒人英語が出来た背景には，

古語の自然、性に関るさまざまな要素があり，言語の普遍的な立場から見ると，黒人英語には

かなり他の言語との共通点が見られることも述べた。今後黒人英語はどのように変わってい

くかであるが，いくらか教育の向上，テレビ， ラジオの普及があっても，標準英語のように

なる事はないだろうし黒人英語と良く似ていると思われている南部方言と全く同じになる

事もないだろう O 確かに，標準英語の文法を理解し，それを話せる黒人が増えている o しか

しすべての黒人が標準英語を話せるようになったとしても，黒人英語はある地方，ある家

庭で依然として残り続けるだろう O それは方言と同じであって，ある地方では皆が標準英語

を理解し，話せても，そこの方言は，時代と共に多少の変化をしつつも，変らずに話され続

けていくのである O
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